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わが国におけるオープンガーデンの地域経済への

波及効果 の把握に関する研究
The Study about the Estimation of Econonttc Effect to the Local Area by the Activity to Open the Private

Gardens to the Public in Japan
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Abstract i Recently in Japan some citizens and some groups have Opened their private gardens to the public These activities have

many sorts of effects to improve urban and rurallandscape and communities Somelocal governments have begun tO support those

activities These open garden activities have nOt Only these improvement effects but alsO stilnulate local ecOnOmy ln this research,

using input-Output analysis M′ e es↓ilnated the quantity of economic effect to local area by open garden activities and compared with

the economic effects clf other greenery promotion events lt H7as found that the aomunt of economic effect tO the local area by Open

garden activities is not as big as that of Other greenery promotion events But the induction rate of econOmic effect is as high as

other greenery promotiOn events, and especially for input by public governlnent the induction rate is much higher than other

greenery events
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1.は じめに

市民のガーデエンクに関する関心が高まるなかで,近 年一部の

ガーテニング愛好者のなかにオープンガーデンに取り組む人たち

が現れている。このような活動のきっかけの一つとなったものに

75年 の歴史を持つイギリスの 1 h`e National Gardens Scheme

Charitable Trustによるオープンガーデンがある。これはヴィ

クトリア女王即位 50周年祭記念看護協会の中の全国女性委員会

が 1927年, チャリティー募金による看護婦の退職年金造成を目

的として庭園の公開活動を始めたことにあり,当初からチャリティー

による寄付金集めが目的であったとされている。
D少しかし,我 が

国におけるオープンガーデンは, これとは異なり,一 部に寄付金

集めを行うグループが見られるものの,各 自が作ってきた庭を一

般に公開することにより,純 粋にガーデニング活動の成果を多く

の人々の鑑賞に供して,ガ ーデニング愛好家同士あるいは地域で

の交流を促進することに目的をおいている。
3)この結果,我 が国

では,一 定の地域内でオープンガーデンに取り組む人々がネット

ワークを形成し,一 定の地域内で集中的にオープンガーデンが行

われ,そ の結果,地 域の美しいまちなみ形成やコミュニティ形成

に貢献するなどの効果が見られ,一 部そのような効果に気づいた

行政組織では,そ の活動を支援する動きが見られる。このような

オープンガーデン愛好者による庭の整備 ・維持管理活動やオープ

ンガーデンを来訪する人々の消費行動を見ると, このような効果

の他に,地 域経済への一定の波及効果も想定される。

しかし,オ ープンガーデンのまちなみ形成等の効果に着目した

研究や,そ れを促進するために行政の役割等に関する研究
的は行

われているものの, このような地域経済への波及効果をとらえた

研究はまだ行われていない。

そこで本研究では, このようなオープンガーデン活動の地域経

済への波及効果を定量的に把握することにより,そ の活動促進の

意義を経済的にも明らかにしようとするものである。

このため,経 済波及効果の定量的把握に加え,そ れらと行政主

導により実施された緑化イベントの地域経済波及効果の比較を行っ

てその効果を客観的に位置づける。

これにより,都 市緑化活動推進のため行政による多大の支出に

よって実施されているさまざまな緑化イベントの地域経済波及効

果との比較も同時にできることとなり,行 政がオープンガーデン

の促進に取り組むことの意義をも明らかにしようとするものであ

る。

なお本論で言う 「オープンガーデン」は,一 定の地域内で庭を
一般に公開する活動に賛同した人々がグループを作り,公 開日を

決めて同時集中的に庭の公開を行う活動のことを言い,個 人が単

独で行うものは含まない。

2 研 究の方法

(1)研究の流れ

研究は,ま ず,オ ープンガーデン実施による地域経済への波及

効果量を,オ ープンガーデン来訪者が行った消費活動 ・消費額,

および庭主がオープンガーデンを実施するために行った消費活動 ・

消費額を把握し,そ れらに産業連関分析を適用して定量的に把握

する。さらに,行 政が主体となって行われている緑化関係イベン

トの地域経済への波及効果分析に関する資料を収集し,上 記分析

結果と比較することにより,オ ープンガーデンの地域経済への波

及効果量の水準を客観的に把握することとした。

なお,産 業連関分析の適用にあたっては,図 -1の 流れにより

行った。

(2)研究の対象

オープンガーデンの活動は,我 が国ではまだ歴史が浅く,オ ー

プンガーデン実施グループの数は限られているが,既 往文献,ガ ー

デニング関係雑誌,関 係ホームページ等
5)から全国で 18のグルー

プが把握された。本研究では,産 業連関分析を適用するため,一

定の経済活動量の把握が必要であるので, これらのなかから参加

庭主数の最も多かった兵庫県宝塚市と三田市のグループによるも

ので平成 14年度に実施されたものを調査対象とした。

両グループとも,平 成 14年度実施時に市内の一定地域内 (2,
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